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　武庫川女子大学看護学部は開設以来この4月で7年目を迎えます。まだまだ歴
史の浅い学部ですが、毎年輩出される新人看護師約5.5万人の仲間入りをする看
護師を養成しています。私は「母性看護学概論」「ウィメンズヘルスケア」の
科目を通して男女共同参画や女性活躍推進に関する内容を教授しています。授
業では内閣府の統計結果や男女共同参画に関する国際的な指数のひとつGender 
Gap Index（GGI）なども説明しています。統計によるとわが国の6歳未満の
子どもを持ち就労する女性の家事・育児関連時間は7.5時間と世界で最も長
く、2019年の経済、教育、保健、政治の4分野におけるGGIは153か国中121
位です。これらの状況が少しでも改善していくようにと願うばかりです。
　2018年現在、看護師の92.2％は女性です。看護師として働き続けるために
は女性活躍推進法に基づくワークライフバランスの実現に向けた職場環境の整
備が望まれます。看護学部の卒業生には臨床での経験を積みながら修士課程や
博士後期課程に進学し、看護実践の質向上に貢献してほしいというのが切実な
願
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VOICEとは・・・子育て・介護・働き方等について、教職員の方の
日頃感じていることや体験談をご紹介するコーナーです♪

文部科学省科学技術人材育成費補助事業 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）

ダイバーシティ
研究者支援経費
プログラム採択者
決定！
※一部選考中
(次のページへ)
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令和２年度研究者支援経費プログラムの採択者が全て決定しました
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◆ 働き方公開セミナーを開催しました　2021.2.20（土）オンライン開催！
◆ ランチミーティング「育児交流会」を開催しました 2021.2.26（金）オンライン同時開催！
◆ ワーク・ライフ・バランスアンケート報告書を作成しました
◆ 卒業生座談会　世界で活躍する武庫女卒業生ー新たな挑戦ー　2020.10.31（土）オンライン開催！
◆ 英語コミュニケーションセミナー　2020.11.21（土）オンライン開催！
◆ 令和 2 年度研究者支援経費プログラムの採択者が全て決定しました
◆ 女性活躍総合研究所 2021 年 2 ～ 3 月開催のイベント
◆  国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）令和２年度「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」

「ひょうご理系女子未来塾」活動報告（2020 年 8 月～ 2021 年 3 月）
◆ 「国際女性デー MUKOJO フォーラム」を開催しました。2021.3.6（土）オンライン同時開催！
◆ 卒業生を対象にしたリカレント教育実施に向けたアンケートを実施しています
◆ お知らせ　ホームページをリニューアルしました！

武庫川女子大学看護学部は、開設以来この 4月で 7年目を迎えます。歴史の浅い
学部ですが、毎年輩出される新人看護師約 5.5 万人の仲間入りをする看護師を養成
しています。私は「母性看護学概論」「ウィメンズヘルスケア」の科目を通して、男
女共同参画や女性活躍推進に関する授業の中で、内閣府の統計結果や男女共同参画
に関する国際的な指数のひとつ Gender Gap Index（GGI）なども説明しています。
内閣府の統計によると、わが国の 6歳未満の子どもを持ち就労する女性の家事・育
児関連時間は 7.5 時間と世界で最も長く、2019 年の経済、教育、保健、政治の 4分
野における GGI は 153 か国中 121 位です。これらの状況が少しでも改善されるよう
にと願うばかりです。
看護師として働き続けるためには、女性活躍推進法に基づくワーク・ライフ・バ
ランスの実現に向けた職場環境の整備が望まれます。看護学部の卒業生には、臨床
での経験を積みながら修士課程や博士後期課程に進学し、看護実践の質向上に貢献
してほしいというのが切実な願いです。4月から新人看護師となる学生は、コロナ
禍での就職に様々な不安を抱えていることと思います。しかしながら、看護する喜
びや困難を経験しつつ生涯にわたって看護職として活躍することこそが、本学の「自
立した、社会に役立つ女性の育成」や、女性活躍推進につながるものと信じています。
応援しています。

義母は認知症になってからぬり絵を始めました。このぬり絵から母の心は豊かな色彩
に溢れていることを知りました。また、繊細なタッチや磨かれ続けるセンスにはいつも
ながら感服します。 この病はマイナスのイメージ が 先行しますが、周囲の人や環境によっ
てその人らしさや可能性は広が るのだと実感しています。
私は子育てと介護が 重なり、介護離職を考えたことが あります。留まれたのは周りの

人の理解と協力で す。職場の友人達は「辞めたい」という私の言葉をそのまま捉えず 、話
を聞き受け止め、協力し応援してくれました。人生の見通しが 立たず 、思い悩んで いる時
の支えに、心から感謝しています。今は、私 ( 主介護者 ) の対応が 母の心身に影響を与え
るので、自分の人生設計と介護バ ランスを考えなが ら適切な距離を保ち、母と共に楽し

い時間を過ごすよう努めています。 
長期介護の経験から言えることは、介護は私の生活の一部で は

ありますが 、自分の生活を全て投げ 出すもので はないということで
す。ど うぞ 、一人で 介護を担い込まないで ください。 誰かに少し
話すだけでも気持ちが楽になりますよ。

中村 明美 准教授（教育学科）母の作品（ぬり絵） 桜の花見と初めての
自撮り
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男女共同
参画推進室 研 究 支 援 員 制 度

2020 年 12 月、出産、育児、介護、看護により十分な研究時間が確保できない研究者をサポートする従来の研究支援員制度の規程化を
行いましたが、2021 年１月には新たに管理職の女性研究者を対象とした研究支援員制度を新設しました。
本事業の一部は、2019 年度に採択されたダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）の補助金により運営しており、2020
年度の利用者からは、次のような研究成果が報告されました。

前期は、新型コロナウイルスによる緊急事態宣言に伴い、教員の在宅勤務が増えたことから、一時期は急きょ
研究支援員も在宅勤務可能とし、コロナ禍においても研究支援が継続されました。

※次年度前期の利用者募集は終了しました。後期募集は、8月頃に info@MUSES で行います。

・ 心理的メリットとして、研究支援員制度を活用させて頂くことで、学会への参加や研究発表などに対して、積極的に応募し
ようというきっかけになった。

・ 子どもが家にいる状況での在宅勤務は想像を絶する大変さでした。このような状況下で、研究まで手が回らず苦戦しましたが、
支援員さんに細々と研究データの整理などをお願いすることができました。そのおかげもあり、最低限の研究活動は継続でき、
また、学会発表がリモート開催のものが増え、逆にエントリーしやすくなり、予想以上に多くの発表ができました。

・ 研究支援員の配置により、効果的に文献整理を行うことができ、全国の調査依頼施設の住所や送付先をデータ化して用いる
ことが可能となり、2021 年度のアンケート調査をスムーズに行う準備ができた。

・ 支援員さんは、山のような資料を入力し続け、整理し続けてくださり、最善のまとめ方を工夫していただきました。今年度、
共に歩んだ数年にわたった作業がようやく形となり、保育分野でもっとも権威のある学会誌に採択されました。

・ 研究データの入力等を補助して頂いたことで、研究の成果を早く出すことができ、更に分析等に時間をかけることができた。

ラ ビ ー ク ラ ブ だ よ り

ラビークラブは、2020 年 4 月より西宮市の「認可外保育施設」となり、12 月 17 日に初めての立入調査を受けました。このため
男女共同参画推進室では、有資格の保育士の確保や毎月の防災訓練の実施など、より安心してご利用いただくための改善を行って
きました。
その結果、2月 9日付で「認可外保育施設指導監督基準を満たす旨の証明書」が交付され、ラビークラブの保育環境やサービス
内容の良さが証明されましたのでご報告します！

※詳細は、ホームページをご覧ください。利用申込者には、利用案内をお渡しします。

利用申込期限変更の
お知らせ

2021年４月１日より利用申込期限が変更になります。
現在：ご利用日４日前の16時まで ⇒ 変更後：ご利用日２日前の15時まで

利用料（基本料金） 
登録料／年度 利用金額／時間

年度会員（教職員）  5,000 円 1,000 円
年度会員（学　生） 2, 500 円     500 円

都度利用 なし 1,850 円

＊本学の認可外保育施設＊
本学では、2014 年から学生、教職員が学業や就労を継続できるようにラビークラブ（託
児事業）を始めました。現在は、学生、教職員の子どもの保育だけでなく、学会・講演会
開催時などの一時預かり保育も行なっています。「ラビークラブ」の特徴は、通常の認可保
育所と異なり、保育の対象を本学の関係者などに限定していることです。このため、本学
の関係者のニーズに合わせた保育内容や利用料を設定しています。具体的には、2021 年春
にコロナ感染拡大による地域の保育所閉鎖に伴い、本学ではいち早く無料保育を実施しま
した。
このように、「ラビークラブ」は時代の先端を行く女子総合大学として、学生や教職員の
ライフイベントやライフコースの支援を見据えた運営をしています。このことから、厚生
労働省が定める認可保育所基準や国からの補助金は受けていません。保育料は一部利用者
負担ですが、運営費の大半を学院負担で運営しています。古民家の趣のある保育施設や一
時預かりの保育の質の良さは西宮市の自治体独自の保育施設基準を満たしています。 保育風景
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男女共同
参画推進室 働き方公開セミナーを開催しました

2021 年２月 20 日（土）13：30 ～
15：00 に、オンラインで働き方公開
セミナーを開催しました。一般の参加
者を含め、36 名の参加がありました。
講師に京都産業大学現代社会学部客

員教授の伊藤公雄先生を迎えて、「な
ぜ今、日本で男女共同参画が必要なの
か～アンコンシャスバイアス（無自覚
な偏見）を超えて～」の演題でご講演
いただきました。

はじめに、多様性のあるグループが成果を上げ、女性リーダーの国が順調に発展している事実から、男だけの社会はケアの視点を欠い
てしまいがちであることが指摘されました。現代日本の社会は GDP や男女共同参画の推進において停滞しており、その要因の一つは、
日本が産業構造の転換に対応しきれず男性主導の古い組織や経営を維持したことであると述べられました。
「歴史を辿ると、戦国時代の日本女性は強く、幕末史料には「イクメン」の姿もあり、身分が性差を超えていた。男女格差は明治以降
の近代化とともに拡大した。日本には欧米よりも男女平等な一面もあったが、国際社会が変革期を迎えた 20 世紀末には変化に対応せず、
男性の長時間労働と専業主婦のパートタイム就労で経済成長を遂げてしまったことで、次世代に向けた基盤づくりが遅れてしまった。こ
の遅れを取り戻すためにも、今後の社会の変化に適応していくためにも男性が変わる必要がある。男性に求められる能力は「ケアの視点、
ケアする能力、ケアを受け入れる能力」である。日本はまだ、「古いタイプ」の男性が主導する同調型集団主義の社会である。そこに生
まれる遠慮や忖度は改革への障害である。更なる一歩を踏み出すためには、２つのG (Generation, Gender) に捉われない協調型集団主義
を目指す必要がある。」と話され、男女の二色刷り社会から多色多様なダイバーシティに開かれた社会を展望して講演が締めくくられま
した。質疑応答によって講演内容がさらに深まり、参加者それぞれが充実した時間を過ごしました。

（男女共同参画推進室　室長　澤渡千枝）

男女共同
参画推進室 ランチミーティング「育児交流会」を開催しました

2021 年２月 26 日（金）11：30 ～ 14：30 に、ラビークラブにおいて今年度初めて
の育児交流会を開催しました。
コロナ感染症予防のため、今回はオンライン参加も受け付け、現地４名、オンライン
１名の参加がありました。現在育児中の教職員の他、育休からの復帰が目前の方やこれ
から産休・育休を予定している方などが参加、終始和やかな雰囲気の中、子育ての悩み
を共有したり、仕事との両立について情報交換しながら交流を深めました。
当日はオブザーバーとして、子育て相談員の森田惠美先生、男女共同参画推進室専門
員の中村明美先生（教育学科准教授）、宇佐美彰規先生（英語文化学科准教授）が加わ
り、子育てのアドバイスや復帰にあたっての相談にお応えしました。様々なお問合せが
あり、予定を１時間オーバーしての閉会となりました。
参加者からは、「今後仕事をする上で大変心強い知識を得て、参加して非常に有意義
な時間を過ごせた」、「気兼ねなく話せる空間というのは、とても良いと思った」など
の感想をいただきました。
今後も、学科や部署の垣根を越えたより良い交流の場を提供したいと思いますので、ぜひご参加ください。

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を図ることは、仕事に対する満足度
を高め、就業意欲の向上や生産性の向上に繋がる重要な課題であり、本学では、女性研
究者支援センター（現：女性活躍総合研究所）と男女共同参画推進室が組織化された
2013 年以降、これまで継続的に調査を行ってきました。
2019 年 10 月（令和元年度）に実施したワーク・ライフ・バランスアンケートの結果
については、研究所の女性活躍推進部門がとりまとめ、昨年 12 月の合同教授会及び事
務局部課長会でダイジェスト版で報告させていただきましたが、この度、全アンケート
項目についての調査・分析結果を報告書としてとりまとめました。４月下旬には発行で
きる予定です。
これらの結果については、さらに分析し、今後の取組みに活用してまいります。
お忙しい中、ご協力いただいた教職員の皆さまに感謝申し上げます。

配付枚数：923部 （大学教職員に配布（附属中高、幼稚園を除く））
回 収 率：41.1％ （女性：46.0％、男性：26.6％）

女性活躍
総合研究所

男女共同
参画推進室 ワーク・ライフ・バランスアンケート報告書を作成しました

※ 開催にあたっては、コロナ感染予防対策に努
め、アクリル板や頻繁な換気を行いました。
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今年で４回目となる国内外で活躍する卒業生
との座談会を、10 月 31 日（土）に開催しまし
た。今回は、Zoomオンラインでの開催としま
したが在学生、卒業生、教職員、一般の方等、
合わせて37名の方々にご参加いただきました。
登壇者は、絹田 皆子　氏（岡山大学大学院
医歯薬学総合研究科 公衆衛生学分野　助教）、
多田 美晴　氏（ドイツ国立ミュンスター音楽
大学修士課程在学中）、横井 利佳子　氏（楽天
株式会社勤務）、吉本 瑠巳　氏（富士ゼロック
ス兵庫株式会社勤務）の４名です。ドイツ在住の多田さんは、日本時間に合わせて早朝５時に参加いただきました（感謝）。また、横井
さんは東京から、絹田さん、吉本さんは神戸のご自宅から Zoom参加となり、オンラインを身近に感じた座談会でした。
座談会は、それぞれの卒業後の歩みを中心にご紹介いただいたあと、テーマごとに意見交流をしました。在学生に向けてのアドバイス
では、「他人と比べることなく自分の道を進むこと」、「知ることを楽しむこと」、「小さな達成感を積み重ねていくこと」など、それぞれ
の経験にもとづいた力強いメッセージをいただきました。
参加者からは、「世界で活躍される先輩方の話を聞き、目標にしたい女性像をつくることができました。」「卒業してから10年程経った者と
しても同じ同窓生の話は大変興味深く、刺激をいただきました。」といった感想が寄せられました。
ご自分の更なる活躍や夢の実現に向かって現在進行形の強い思いをお話していただけ、また参加者も身近に感じられた座談会となりま
した。
当日の動画DVD及び報告書冊子が完成しましたので、参加がかなわなかった方々にも、ぜひご覧頂けますと幸いです。
ご希望の方は研究所までお問い合わせください。 （女性活躍総合研究所所長　高橋享子）

女性活躍
総合研究所 英語コミュニケーションセミナー　2020.11.21（土）

本年度のグローバル推進部門では、毎年恒例となっている英語コミュニケーショ
ン・セミナーのテーマとして、国際学会発表を終えた後、研究者交流タイムのよう
な「よりカジュアルな場面での英語コミュニケーション」にフォーカスしました。
奇しくも、新型コロナウイルス流行のソーシャル・コミュニケーションに制限がか
かるなか、一時は開催すら危ぶまれたのですが、ダイバーシテイ化推進部門との共
催により、オンライン形式で実現となりました。講演者は、自分のコミュニケーショ
ン・スタイルを知るセミナーで、昨年度大変好評を得たMaryAnne Jorgensen 先生
に再びご登壇をお願いしました。Jorgensen 先生は、米国スタンフォード大学で東
アジア文化を専攻されてから、欧米諸国と日本をはじめとするアジア諸国間の異文
化理解の架け橋役としてご尽力されており、現在、在日米国商工会議所の要職や、

コミュニケーション・ファシリテーターとして精力的にご活動されています。
当日は学内外の研究者を含む多くの異なる学部学科所属の研究者や学生等、合計 19 名の参加者が ZOOMによって繋がりました。実際
のセミナーでは、ユニークなQ&A形式による異文化理解の大切さの実例を、多くのエビデンスと共に示されたほか、異文化間コミュニケー
ションの具体的な場面で、３つのルール “Rule of ３” という「Yes / No」で終わらせないノウハウについてお話し頂きました。その後は、
ブレイクアウトルームに分かれ、ペアになっての会話の実践も行いました。参加者からは、「会話を円滑に進めるための Rule of ３ につい
て初めて知り、これからはこれを意識して会話したい」、「Zoomの機能を使っての双方向が良かった」「コミュニケーションの基本を再
確認できた」といった感想が寄せられました。 （グローバル化推進部門リーダー　吉田徹）

女性活躍
総合研究所

令和２年度

研究者支援経費プログラムの採択者が全て決定しました

以下のプログラム採択者が 11 月までに決定し、今年度募集した４つのプログラムの選考が全て完了、研究に取り組んでいます。

№ 研究支援プログラム名 支援額 受賞者 /研究代表者 研究課題名

3
異分野交流会共同研究
スタートアップ支援費

総額 30 万円
仁木　洋子

（健康生命薬科学科）
紫外光応答性マラカイトグリーン 誘導体 
含有 リポソームの 表皮浸透性の検討

4
武庫川女子大学復帰

スタートアップ研究支援費
総額 ５ 万円

榎並　直子
（情報メディア学科）

運転支援のための車載カメラ画像からの死角
領域推定

女性活躍
総合研究所

卒業生座談会　世界で活躍する武庫女卒業生－新たな挑戦－
2020.10.31（土）

4



●関西圏女子大学連携プロジェクト　第９回異分野交流会／ 2021.2.7（日）
今年度で９回目となる「異分野交流会」を Zoomオンラインにて開催しました。
当日は６件の異分野にわたる研究発表とグループワークが行われました。本学からは、野寄亜矢子氏、満武
華代氏、大谷光一氏の３名が発表者として参加しました。開催後には、研究者の新たな共同研究や協力体制の
立ち上げを支援する「共同研究シーズ発掘支援経費」の募集も行われました。（３月 12 日締切）

●統計学セミナー／ 2021.3.2（火）　
昨年度好評であった、波多江崇講師による統計学セミナーをオンライン（Zoom）で開催
しました。過去にご要望の多かった「アンケートの研究デザイン」をテーマに、クイズや身
近な事例が盛り込まれた参加型のセミナーとなりました。
期日までに参加を希望された方は、定員を大きく上回り、当日は 51 名が参加しました。
参加者の満足度は 94%、参加者からは「アンケートを作成する際のプロセスを詳細に理解す
ることができ、非常に有意義な時間でした。」などの感想が寄せられました。
 （女性活躍推進部門リーダー　宇野朋子）

● 奈良女子大学開催　「附属病院をもたない機関における病児・病後児保育の
実現に向けて」 シンポジウム／ 2021.2.18（木）　

2019年度に採択された科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽
引型）」の連携機関で取り組んでいる病児・病後児保育に関するシンポジウムが 2月 18 日にオンライン
開催され、120 名以上の参加がありました。基調講演でファミリー・サポート・センターの全国的活動
や病児・病後児保育の課題が紹介されたあと、代表校である奈良女子大学が取り組む病児・病後児保育
に対する熱い思いや課題が分かりやすく紹介され、科学技術振興機構（JST）からも高い評価が得られ
ました。
今後、本学が西宮市で病児・病後児保育制度を立ち上げるうえで大いに参考となる充実したシンポジ

ウムとなりました。
オンデマンド配信のご利用を希望される方は、奈良女子大学ダイバーシティ推進センター：diversity-

center@cc.nara-wu.ac.jp まで、メールにて所属と名前をご送信ください。（申込締切 2021 年４月 30日）
（ダイバーシティ化推進部門リーダー　福尾惠介）

女性活躍
総合研究所

国立研究開発法人科学技術振興機構  (JST) 令和２年度「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」

「ひょうご理系女子未来塾」　活動報告 （2020 年８月～ 2021 年３月）　

今年度はコロナ禍での活動となりましたが、出前授業やオンラインでのセミ
ナー、オンデマンド配信を積極的に取り入れ、活動を進めています。

・スポーツ栄養学オンラインセミナー …………………………………… ８月 24日
・西宮市立学文中学校　出前授業 …………………………………………10月 30 日
・ネスレ日本株式会社　共同企画  Creat! プロジェクト …10 月２日～１月 15日　 

コーヒーを核とした新しいものを創造するプロジェクト
・「第 13回サイエンスフェア　in 兵庫」にて動画配信 … １月 24 日～２月 22 日

ひょうご理系女子未来塾の取り組み紹介
・「第３回　武庫女スマイルフェス ……………………… ２月 15日～３月 31 日

コーヒーから生まれるHAPPY LIFE!（ネスレ日本株式会社 共同企画 成果発表）　
親子で楽しむわくわくワーク（小学生対象　ワークショップ）
１、２年生：しゅわ！しゅわ！バスボム作り
３、４年生：ふってかんたん！アイスクリーム 
５、６年生：手のひらでおどる♪もちぷるせっけん

・理化学研究所合同企画　オンラインセミナー ………………………… ２月 17日
・西宮市立浜脇中学校　出前授業 ……………………………………………３月４日
・西宮市立上甲子園中学校　出前授業 ………………………………………３月８日

（次世代女性人材育成部門リーダー　長谷川裕紀）

女性活躍
総合研究所 2021 年２月～３月開催のイベント

5



〒663-8558兵庫県西宮市池開町6-46 本館4階 407号室学校法人武庫川学院 武庫川女子大学

男女共同参画推進室
TEL ：
Mail：gsankaku@mukogawa-u.ac.jp
URL ：

0798-45-3542 FAX：0798-45-3535

https://www.mukogawa-u.ac.jp/~gsankaku/

女性活躍総合研究所
TEL
Mail iwcareer@mukogawa-u.ac.jp
URL 

：
：
：

0798-45-3737

https://www.mukogawa-u.ac.jp/~iwcareer/

「国際女性デー」は 1904 年 3 月 8日、ニューヨークで婦人参政権を求めたデモが起源となり、国連が
1975 年に国際婦人年を宣言し、3月 8日を国際女性デーと制定しました。以降、毎年 3月 8日には世界
各地で記念行事が行われ、女性が自分らしく輝ける社会の実現が目指されています。
『一生を描ききる女性力を。』をビジョンに掲げる本学も、今後毎年フォーラムの開催や広報活動等で
盛り上げていきます。そこで、女性活躍総合研究所では、第１回フォーラムを記念し、シンボルである「ミ
モザの花」と女性をモチーフにオリジナルのピンバッジを作成しました。国際女性デーの学内外へのア
ピールのために、ぜひ身に付けてください。

【第Ⅰ部】
基調講演： キャンパスと SDGs －ジェンダー平等のために－
フォーラムでは、西尾亜希子氏（武庫川女子大学共通教育部教授）による基調

講演「キャンパスと SDGs －ジェンダ－平等のために－」を行いました。キャン
パスにおける教育を通じて、どのようにジェンダー平等をもたらすことができる
か、国連の SDGs や国際的な研究にも触れながらお話いただきました。

【第Ⅱ部】投稿原稿受賞者の表彰式
「国際女性デーMUKOJO フォーラム」開催に際し、本学学生・大学院生及び附

属中学校・高等学校生徒を対象に、「自分の生涯キャリアデザインを考えよう」をテーマとした原稿募集を行いました。事前の一次、二
次審査を経て当日は各部門 3名、計 6名の受賞者たちが投稿原稿をスピーチし、女性活躍総合研究所の高橋所長より、以下のとおり表彰
されました。

最優秀賞 優秀賞 優秀賞

附属中学校・ 高等学校部門 佐藤亜衣 さん 姫田美怜 さん 峰田百花 さん

大学・大学院 部門 原　和奏 さん 瀬田紀果 さん 本間文花 さん

※同順位は五十音順で記載

対面及びオンラインから総勢 87名が参加し、第１回目「国際女性デーMUKOJOフォー
ラム」を盛況のうちに終えることができました。

女性活躍
総合研究所

卒業生を対象にしたリカレント教育実施に向けた
アンケートを実施しています

本研究所の新たな取組として、リカレント教育 ( 生涯教育 ) 実施に向けた基礎調査とし、卒業生 19 万人を対象にWEB アンケートを実
施しました。（第 56 号鳴松会報にて告知、回答締切は 4/30 まで延長）リカレント教育（生涯教育）とは、キャリアアップや再就職、起
業等を見据えて、社会人が何度でも学び直すことです。本学ではすべての女性を対象としたリカレント教育の講座・セミナーの充実を検
討しており、キャリアプランやリカレント教育へのニーズ調査を目的としています。 （女性生涯キャリア支援部門リーダー　高橋千枝子）

女性活躍
総合研究所

「国際女性デー MUKOJO フォーラム」を開催しました
2021. ３. ６（土）

お　知　ら　せ

ホームページを
リ ニ ュ ー ア ル
し ま し た！

◎ 女性活躍総合研究所ホームページ
（2020 年 10 月～）
https://www.mukogawa-u.ac.jp/~iwcareer/

◎ 男女共同参画推進室ホームページ
（2021 年 3月～）
https://www.mukogawa-u.ac.jp/~gsankaku/

【記念ピンバッジ】
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